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研究成果の概要（和文）：本研究は，課題1-1「市民リテラシーと批判的思考のアセスメント」では市民リテラシーを
支える批判的思考態度を検討し，評価ツールを開発した。課題1-2「批判的思考育成のための教育プログラム作成と授
業実践」では，学習者間相互作用を重視した教育実践を高校・大学において行い，効果を分析した。課題2「神経科学
リテラシーと科学コミュニケーション」では，哲学と神経生理学に基づいて推論と情動を検討した。さらに市民主体の
科学コミュニケーション活動を検討した。課題3「ネットリテラシーと情報信頼性評価」では，放射能リスクに関する
情報源信頼性評価とリテラシーの関連を調査によって解明し，情報信頼性判断支援技術を開発した。

研究成果の概要（英文）：This project is divided into three units. Unit 1-1, “Assessment of civil 
literacy and critical thinking,” develops the tools to assess civil literacy and critical thinking and 
explores them using survey data on several citizens. Unit 1-2, “Educational program and practice for 
critical thinking,” examines the effects of several activities based on interaction among high school 
and university students to improve critical thinking. Unit 2, “Neuroscience literacy and science 
communication,” explores reasoning and emotion based on the philosophy and neurobiology method and 
examines science communication through citizens’ activities. Unit 3, “Internet literacy and information 
credibility evaluation,” explores information credibility, evaluation of radiation risk, and internet 
literacy using five-wave panel survey data on the residents who lived both near and far from the 
Fukushima nuclear plant disaster site and develops the information credibility analysis system.
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様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９，Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
本研究の背景について，大きく 3つの課題

に分けて述べる。 
(1) 課題 1： 批判的思考の実践・評価研究

は，西欧，特に北米において，1930 年代から
哲学，教育学の分野で発展してきた。近年で
は，批判的思考の傾向性や認知能力が推論や
問題解決に及ぼす影響に関する心理学的研
究がはじまっている。一方，メディア・科学
リテラシーなどの研究は，1980 年代から教育
分野で盛んに行われてきた。しかし批判的思
考とリテラシーの研究は，独立して発展し，
両者を関連づけた議論は必ずしも多くない。 
楠見他は科研基盤 B「批判的思考の認知的

基盤と教育実践」(2006- 2009年度)において，
批判的思考の認知的基盤を明らかにし，授業
実践を通して効果測定を進めてきた。一方，
国際学力調査PISA(OECD,2001)や21世紀型ス
キル（ATC21S,2009）においては，21 世紀の
市民として身につけるべき能力という観点
から市民リテラシーとそれを支える批判的
思考が注目されている。 
(2) 課題 2: 神経科学リテラシーの研究は，

脳神経科学の進歩に伴い，重要性は認識され
ているが，最先端分野に特化した科学リテラ
シーであるため，国内外であまり行われてい
ない。信原・原・坂上・楠見らは，科学技術
振興機構社会技術研究開発センター研究プ
ログラム(RISTEX)「文理横断的教科書を活用
した神経科学リテラシーの向上」(2006- 2009
年度)を進め，神経科学リテラシーを育成す
る教科書を作成した（『脳神経科学リテラシ
ー』勁草書房,2010）。ただし，このプロジェ
クトでは批判的思考の神経基盤は未解明の
問題であった。また，科学リテラシーを基盤
とする科学コミュニケーションの改善や手
法の開発に関しては，近年，科学技術社会論，
認知科学，科学教育などをはじめとする学際
的研究が活発になりつつある。 
(3) 課題 3:ネットリテラシーは，1990 年

代から研究が進められてきた情報リテラシ
ーをインターネットに特化した新しい概念
である。ネット上の情報の信頼性評価につい
ては，特定領域研究「情報爆発」の公募研究
として，楠見らはがん患者のネット上のコミ
ュニケーション分析(Ogura, Kusumi, Miura, 
2008)，乾らは情報信頼性評価システム 
(Inui et. al.,2008) の研究を進めてきた。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，21 世紀に生きる市民とし

て，マスメディアやインターネット上の科学
やリスク，人口，医療などに関する情報の信
頼性を判断し活用するための高次のリテラ
シーと批判的思考力をアセスメントし，育成
する方法を検討することにある。3 つの課題
における具体的な目的は下記の通りである。 
 (1) 課題 1：市民リテラシーと批判的思考 
①メディア，科学，人口学などに関する市

民リテラシーと批判的思考を測定するアセ

スメントツールを作成し，市民リテラシーを
批判的思考がいかに支えているか，また，そ
の文化差や言語運用能力との関係を明らか
にする。 
②批判的思考力の一環としての質問力を

高める授業実践において，小グループでの話
し合いにおいて，どのような学習者間インタ
ラクションによって質問力が高められるの
かについて明らかにする。 
③批判的思考力を中心としたリサーチリ

テラシーの育成による日常への効果を検討
する。具体的には，学術論文を批判的に読み
進める力とデータ分析を多面的に考える力
の育成により，日常的な場面での批判的思考
の能力や態度がどのように向上するかを，2
つの教育実践（短期集中型，半期授業型）に
よって検討する。 
④ジェネリックスキルとされる批判的思

考の領域性や，分野によって態度やスキルが
どのように育まれるかを明らかにする。また，
教職を志す学生における批判的思考や科学
リテラシーなどとの関係を明らかにする。 
 (2) 課題 2: 批判的思考の神経基盤，神経科
学リテラシーと科学コミュニケーション 
①批判的思考がどのような認知機能によ

って構成されており，どのような神経基盤に
よって支えられているのかを，意思決定にお
けるモデルフリーシステム／モデルベース
トシステムの相互作用という観点から明ら
かにする。 
 ②脳科学リテラシーおよび批判的思考を
身につけるためには，たんに理性的な能力を
伸ばすだけではなく，適度な情動を抱く傾向
性を身につけることが，正確な価値判断およ
び関連する事実の周到な収集の両面におい
て不可欠であることを明らかにする。 
③従来の科学コミュニケーションの理論

で重視されていた対話型科学コミュニケー
ション論の問題点を明らかにし，その代替案
となる科学コミュニケーション論を提示し
た上で，その理論において批判的思考が果た
す役割を明らかにする。 
 (3) 課題 3:ネットリテラシーと情報信頼性
評価 
①一般市民にとって重要な社会問題に対

する態度や情報信頼性評価に，批判的思考態
度やその問題に関連する高次リテラシーが
及ぼす影響について，東日本大震災に際する
原発事故による放射線災害地域の食品に対
する態度，国政選挙における投票に際する態
度に焦点を当てて検討する。 
②大規模災害における情報行動において

(a)どのように信頼性の評価を行うのか，(b)
意思決定のための情報や判断基準をもった
状況下において他者とどのように価値観の
すり合わせをし，最終的な意思決定を行うの
かを解明する。 
③ネット上の情報の信頼性をユーザが判

断するのに有用な関連情報を同じネット上
から探し出して提示する言語情報処理シス



テムを開発し，情報分析やリテラシー教育に
活用する方法論を構築する。 
 
３．研究の方法 
 3 つの課題の主な方法は下記の通りである。 
(1) 課題１：市民リテラシーと批判的思考  
①アセスメントツールの開発と測定 
市民の批判的思考と市民リテラシー（メデ

ィア，科学，リスク，人口学など）を測定す
るアセスメントツールを作成し，市民リテラ
シーを，批判的思考がいかに支えているかを
明らかにするために，市民対象の大規模な
web 調査を複数行った。また，批判的思考と
文化，および言語運用能力との関係を明らか
にするために，日本とニュージーランドの大
学生，留学生を対象に質問紙調査，インタビ
ュー調査を行った。 
② 批判的思考力とリテラシーの育成 
 (a)批判的思考力育成のための大学授業

において，小グループでの話し合いを録音し，
質的検討を行った。グラウンデッド・セオリ
ー・アプローチ（GTA)を援用して検討した。 
(b) 批判的思考力に基づくリサーチリテ

ラシーの育成については２つの大学授業実
践を行った。短期集中型実践では，教授群／
非教授群の双方に対して，批判的思考態度尺
度（平山・楠見 2004）を 2 回実施した。そ
の間に，教授群では「批判的思考についての
問題」を自作する課題などを実施し，その解
答をゼミ全員で議論した。半期授業型実践で
は，教授群／非教授群の双方に対して，日常
的問題に批判的に対処できる力を調べる課
題と批判的思考態度尺度（平山・楠見 2004）
を 2回実施した。その間に，教授群では学術
論文での批判的思考の方法を指導した。そし
て，日常生活への効果を検討した。 
(c)芸術系大学の教養教育において，批判的
思考教育を実践するとともに，音楽を通じて
批判的思考がどのように育まれうるかを検
討した。また，教職科目の講義時に調査を実
施し，批判的思考態度，科学リテラシー，食
品リスクリテラシー，メディアリテラシーな
どとの関係を調査した。 
(2)課題 2：批判的思考の神経基盤，神経科

学リテラシーと科学コミュニケーション 
①意思決定におけるモデルフリーシステ

ム／モデルベーストシステムの機能的差異
や相互作用に関して，神経科学的な実験研究
を通じてそれらを支える生物学的な基盤を
検討するとともに，そうした実験的知見につ
いての科学哲学的な考察を文献調査に基づ
いて並行して行い，批判的思考のメカニズム
に関して従来の言語中心的な枠組みとは異
なる観点から解明を進めた。 
 ②一般に流布する脳科学情報には，似非科
学的なものがかなりあり，また定評のある学
術雑誌に掲載される脳科学的成果も，未熟な
ものが多いことを明らかにし，そのような現
状において，脳科学情報から適切な情報を読
み取るには，批判的思考の能力が必要である

ことを明らかにする。そしてこの批判的思考
がどのようなものかを明らかにするために，
批判的思考の理性主義的な見方をくつがえ
して，批判的思考には適度な情動が最も重要
であり，理性的思考を行うためにも，それが
その基盤になることを哲学的考察を通じて
明らかにする。  
③東日本大震災後に発表された科学コミ

ュニケーションの議論を収集し，それらの議
論の中で重要な役割を果たす概念を特定す
る。そのような概念として A.M.ワインバーグ
により定式化された「トランスサイエンス」
があるので，次に，ワインバーグの著作を調
査し，「トランスサイエンス」という概念の
意味を確定する。その上で，改めて，「トラ
ンスサイエンス」という概念を鍵概念とする
科学コミュニケーション論が，東日本大震災
後の日本の社会情勢に適合するかどうかを
検討した上で，修正案を定式化する。 
(3)課題 3：ネットリテラシーと情報信頼性

評価 
①オンライン調査モニタを対象とするパ

ネル調査を行った。(a)2011 年 9 月から 2016
年 3月にかけて 6波にわたり，被災 3県（宮
城・岩手・福島）と首都圏および京阪神の成
人を対象として調査を実施した。あわせて，
被災地域での保健所の保健指導聞き取り調
査を行った。(b)2012 年 12 月の衆議院選挙直
後と 2013 年 7 月の参議院選挙直後の 2 波に
わたり，全国の有権者を対象として調査を実
施した。 
②長期間の疾患コミュニティにおけるテ

キストチャット対話に対し，対話の表層的分
析および，片桐ら(2012)が提案している「論
点」「関心」「提案」からなる分析枠組みを用
いた対話構成の分析を行った。 
③情報の信頼性判断を支援する関連情報

提示技術については，開発済みのシンプルな
試作器をベースに，システムの精度面の改善，
および処理の並列分散化・非同期化による耐
規模性の改善をはかった。また，これをウェ
ブやマイクロブログを対象とする情報分析
に適用する研究を行った。 
 
４．研究成果 
3 つの課題の主な成果は下記の通りである。
(1) 市民リテラシーと批判的思考 
① アセスメントツールの開発と測定 
市民リテラシー（科学，人口，健康，リス
クなど）のアセスメントツールを市民対象の
大規模調査に基づいて作成した。そして男女
差，年代差を検討した。さらに，これらのツ
ールを用いた複数の調査の結果，教育年数が
批判的思考態度と高次リテラシー（科学，リ
スク，健康など）に影響し，それが適応的行
動や幸福観を向上させていることが明らか
になった。また，日本とニュージーランドの
大学生との比較調査によって，文化的自己観，
自己効力感などが批判的思考の利用に影響
すること，日本人とアジア系留学生の比較調



査によって，言語運用能力は批判的思考能力
に影響することが明らかになった。 
②批判的思考の育成 
(a) 批判的思考力育成のための大学授業

実践において，小グループでの質問作成をす
ることで，他者も理解できていないことを知
り，何か発言することを促され，何か能動的
行為をしたときに，他者から，何らかの肯定
的な帰結を得ることができ，自分たちの質問
に対してメタ的な視点を持て，思いついた疑
問を質問として表現するために協働で試行
錯誤を行うことが経験できていた。また，質
問が出せなかった学生も，質問作成のイメー
ジが持て，質問の意義を感じることができる
場として機能していることが示唆された。 
 (b)2 つの教育実践の結果，教授群の学生（リ
サーチリテラシーの指導」を受けた学生）で
は，批判的思考態度の向上が見られた。また，
自力で考えるきっかけとヒントを与えたり，
学術論文などで批判的思考の仕方を明示的
に教えたりすることで，社会人として生きて
いくうえで対処が求められるような日常的
課題について，批判的に考えた指摘がある程
度できるようになった。このことから，学部
2～3 年生の時期にリサーチリテラシーの育
成を目的とした教育は重要であることが明
らかになった。 
(c) 芸術系大学の教養教育における批判的
思考教育の実践によって，批判的思考態度は，
領域普遍的に必要であり，その思考対象とな
る分野によって態度が異なることが示され
た。また，芸術系科目である音楽科の教育を
通じて批判的思考が育まれ得ること，教養科
目を通じて認知欲求などを育むことができ
ることを示した。また，教職志望の学生であ
っても，科学リテラシーやメディアリテラシ
ーが高いとは言えないが，それらへの直接的
な働きかけだけでなく，批判的思考態度を高
めることで，各リテラシーを高めることがで
きる可能性が示唆された。 
 (2) 批判的思考の神経基盤，神経科学リテ
ラシーと科学コミュニケーション 
①霊長類を用いた神経生理学的な実験研

究を通じて，批判的思考の中心をなす推論機
能に関する前頭前野と大脳基底核の機能的
相違を明らかにした。その結果，両者ともに
モデルベーストな推論が可能であるが，情報
の抽象化を通じた高度な推論は前頭前野の
みにおいて可能であることが示された。また，
言語ベースで推論を捉える従来の枠組みに
対して，そうした言語的推論の基層にあると
考えられる非言語的な推論のモデルを提案
し，上述の実験研究に関する考察を通じてそ
のモデルの妥当性を検証した。 
②脳科学は，科学の発展段階で言えば，ま

だ標準的な理論が確立されていないパラダ
イム以前の段階である。そのため，その成果
は未熟であり，評価の仕方が難しいことを明
らかにした。そしてそのような評価を適切に
行うための批判的思考を身につけるために

は，物事の評価を適切に行い，関連する情報
とそうでない情報を的確に見分ける能力が
必要である。そのためには適度な情動によっ
て支えられた理性的思考が重要であること
を明らかにし，批判的思考に関する理性主義
的な見方から情動論的な見方への転回をは
かった。 
 ③トランスサイエンス的問題群とは，ワイ
ンバーグによれば，「科学に対して問うこと
ができるが，科学によって答えをうることが
できない問題群」のことである。ワインバー
グによれば，そのようなトランスサイエンス
的問題群には，低線量放射線被曝リスクの評
価が含まれる。トランスサイエンス的問題群
に対して，ワインバーグは，市民との対話に
よる解決を示唆した。しかし，東日本大震災
後の日本社会では，低線量放射線被曝リスク
の評価を，市民参加型科学コミュニケーショ
ンを通じて行うことは現実的ではなかった。
現実に起こったことは，批判的思考力を備え
た市民による自主的な放射線の測定であっ
たことが明らかとなった。 
 (3) ネットリテラシーと情報信頼性評価 
 ①(a)放射線災害地域の食品に対するネガ
ティブな態度は放射線の人体への影響に関
する適切な知識を有することによって低減
されるが，一方で知識があるつもりでいるこ
とが適切な理解にもとづく熟慮を妨げかね
ない可能性が示された。インタビューの結果
では，特に，子育て中の母親による放射線の
健康影響の相談において，具体的な根拠を示
しても不安の払拭につながらないケースが
一部あり，不安要素の払拭は，コミュニケー
ション相手（この場合は行政）から影響を受
ける可能性があることがわかった。 
(b)一般的な投票行動とそれに関わるプロ

セスやアウトプットには，批判的思考態度の
高さが正の影響を持ち，熟慮して投票する傾
向への効果は政治関与の高さに支えられて
こそ得られるものであることがわかった。 
② 長期にわたるコミュニティにおけるテ

キストチャット対話の合意形成場面の分析
より，参加者の参加期間により意見・価値観
のすり合わせをしない場合（長期参加者），
すり合わせが起こる場合（短期参加者）があ
り，後者の場合，会話の冗長性がみられる場
合があることを確認した。 
③日本語文の事実性情報を自動解析する

技術の新規開発や処理の並列分散化・非同期
化によって，関連情報提示技術を精度・規模
耐性の両面で改善し，ウェブ・マイクロブロ
グを対象とする情報分析ツール群を開発し
た。これを利用した東日本大震災時のツイッ
ターデータに対する信頼性分析の研究で乾
は国際会議 AMT2014 最優秀論文賞，ドコモ・
モバイル・サイエンス賞（先端技術部門優秀
賞）を受賞した。 
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